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第６期麻生区区民会議 第１０回企画部会 議事要旨 

１ 開催日時：平成３０年１月１５日（月）午後２時５６分～午後４時０４分 

２ 開催場所：麻生区役所第５会議室 

３ 出 席 者：[委員]  

髙倉委員、菅野委員、植木委員、高橋委員、林委員、鈴木（隆）委員 

[事務局] 

安藤課長、福島担当係長、西倉 

４ 傍 聴 者：０名 

５ 議 事： 

（１）専門部会の検討経過報告 

  ア 麻生区の魅力発掘・発信検討部会 

【説明事項】 

・林委員から部会の審議内容について報告 

（主な意見） 

・発信したい内容は固まったと考えてよいか？ 

→大まかな項目としては固まった。親子が参加主体となるようなものを例としてあげて、問い合

わせはここにというイメージの冊子を予定している。 

→ヤマユリの受託事業として、来年度冊子の作成を予定している。トピックスとして、麻生区に

古くから住む人に話を聞き、冊子に入れることも企画している。企画が固まっていて、編集会

議にかけて了解を得られれば、冊子に入れることもできるのではないかと考えている。発信方

法として利用できるのではないか？ 

→魅力部会で作成しようとしている冊子は、主に小学校低学年向けで小学校への配布を行うこと

と継続的に更新していくことを考えているため、ヤマユリの受託事業の冊子を利用することは

見送ることとした。 

  イ 市民活動・絆づくり部会 

【説明事項】 

・鈴木委員から部会の審議内容、高橋委員から区民会議フォーラム参加団体説明会について報告 

（主な意見） 

・魅力部会のメンバーは、どのように関わればいいのか？役割分担については、どのようになっ

ているのか？ 

→１月１６日の魅力部会に高橋委員が出席し、概要や役割分担について説明を行う。 

・アンケートはどのように取るのか？ 

→アンケートは、魅力部会のメンバーが担当し、来場者から直接意見を聞き取ってもらう予定。

詳細については、１月１６日の部会で高橋委員が説明を行う。 
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・団体個別ブースと体験ブースは違うのか？ 

→体験ブースは来場した親子に実際に体験していただくブースで、団体個別ブースは団体の紹介

ブースになる。 

→今回成功すれば、来年度拡大して展開するという提案もできる。 

・チラシ配布はどのようになっているのか？ 

→小学校を通じて１・２年生にチラシを配布するとともに、区内のこども文化センターや幼稚園、

保育園すべてに配布を行う。地域情報誌のマイタウンやタウンニュースにも掲載予定。子育て

フェスタに近い規模で広報を行っているが、土曜日の午後の区役所会議室での開催のため、ど

れくらいの来場者があるかは読めない。 

（２） 広報・広聴活動について 

ア 区民会議ニュースについて 

【説明事項】 

・林委員から、区民会議ニュース第４号の発行について、内容は区民会議フォーラムの特集とし、

１２月２２日に印刷を行い、各町内会等に発送を行ったことを報告 

（３）区民会議報告書について 

【説明事項】 

 ・事務局から、第６期麻生区区民会議報告書作成スケジュール（案）と第６期麻生区区民会議報

告書の構成（案）について説明 

（主な意見） 

 ・絆づくり部会は、２月の全体会議の前に、２月３日の区民会議フォーラムのアンケートのま

とめ等を行うための部会を開催した方がいいのではないか？ 

 →２月２２日に開催予定の部会を前倒しにする形で日程調整を行う。 

 ・絆づくり部会と魅力部会は、報告書作成・確認のため、４月にも部会を開催した方がいいの

ではないか？第５期は、４月に部会と勉強会を開催していた。 

 →それぞれ次の部会で、４月の部会開催について検討を行う。 

 ・報告書の中で、区民会議の休止について触れる予定はあるか？ 

 →冒頭の委員長の挨拶、または第５章の第６期区民会議を振り返っての中で触れるか、「川崎

市共に支え合う地域づくり検討委員会報告書を踏まえた今後の検討について」を資料編に添

付するかのいずれかで対応する。 

 ・表紙は誰が作成するのか？ 

 →今後、作成者を相談して行きたい。 

（４）区民会議からの麻生区市民提案型協働事業審査委員会委員の推薦について 

【説明事項】 

 ・事務局から、区民会議からの麻生区市民提案型協働事業審査委員会委員の推薦について説明を

行い、引き続き菅野委員を推薦することとし、２月２０日の全体会議で報告することとなった。 
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（５）その他 

  ・平成２９年度区民会議委員意見交換会の出席者はどのようになったか？ 

  →出席希望のあった委員８名について、報告を行った。 

以  上  


